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論文内容の要旨

本論文は，電子写真用感光体として実現の要望が強かった，正帯電型単層有機感光体(単層OPC) の開発を目的とし

て，その材料開発および機能設計に関する研究成果をまとめたもので，序論 l 章，本文4章，総括 l 章の 6章から構成さ

れている。

序論では，本研究の背景および意義と目的，関連する従来の研究，ならびに本論文の構成と各章の概要について記述

し，本研究で解決すべき具体的研究課題を明らかにしている。

第 1 章では，単層 OPC を開発するにあたり，電荷発生材料 (CGM) として適する化合物の選択， CGM の結晶型の

最適化， CGM の結晶化度の最適化，フタロシアニン顔料を用いた分光増感現象とそのメカニズム，及び CGM の添加

量の最適化をテーマに単層 OPC の電荷発生機能に関する研究を行っている。その結果，単層 OPC の感度は感光層中

での電子輸送特性に大きく支配され，この電子輸送特性が基本的に CGM 顔料に依存することを明らかにしている。こ

の特性を有する CGM としてぺリレン誘導体を見い出し，その顔料の結晶状態について最適化することで単層 OPC

に適するぺリレン顔料を開発しているロまた，単層 OPC の分光感度設計に有効な p 型顔料と n 型顔料の凝集による

分光増感現象を見いだしそのメカニズ、ムを明らかにしている。さらに，単層 OPC における CGM の添加量に関して，

帯電の安定性と光感度の関係から最適化を行っている。

第 2章では，ホール輸送を担うホール輸送マトリックスの材料設計指針と，単層 OPC における電子輸送メカニズム

に関する研究について述べている。まず，低分子のホール輸送性化合物 (CTM) を選択する基準として，イオン化ポテ

ンシャルが CGM と一致し，なおかっ高いホール移動度をもっ化合物の選択が重要であることを明らかにしている。ま

た単層 OPC における電子輸送が， CGM に大きく支配されることを確認するとともに，顔料粒子間の電子移動にマト

リックス中の CTM が重要な役割を果たしていることを初めて明らかにしている。

第 3章では，一般に単層 OPC が示す光照射による感度低下，いわゆる光疲労現象のメカニズムを解析し光疲労現

象が， CTM として用いたカルバゾールヒドラゾン誘導体の紫外光吸収による anti -/syn ーの光異性化反応に起因

することを明らかにし，その対策として光励起エネルギーの失活剤を用いる方法が優れた手法であることを明らかにし
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ている。

第 4章では，第 1 章から第 3章で述べた結果に基づいて作製した単層 OPC の実機特性について検討し本研究を通

じて開発した単層 OPC が十分な実用特性を有することを検証している。

最後に，総括において本研究で得られた知見を要約している。

論文審査の結果の要旨

電子写真複写技術は，現在の情報化社会における情報伝達手段として枢要な役割を演じている。本研究は，電子写真

技術の中枢をなす感光体としての要望の強い，オゾン発生の少ない正帯電型単層有機感光体(単層 OPC) の開発を目

的として，その材料開発および機能設計に関して研究を行ったもので，得られた成果を要約すると次のとおりである。

(1)単層 OPC を開発するにあたり，電荷発生材料 (CGM) の選択指針として単層感光体中で発生した電子の輸送特

性が感光体の感度を大きく支配し，この電子輸送特性が基本的に CGM 顔料に依存することを明らかにしている。

この特性を有する CGM としてぺリレン顔料を選択しその顔料の結晶型， 結晶化度の最適条件を確立している。

(2) 実用上重要な単層 OPC の分光感度設計に関し， P 型顔料と n 型顔料の凝集による新しい分光増感現象を見い出

し，そのメカニズムを明らかにするとともに，単層 OPC における CGM の添加量に関して帯電の安定性と光感度

の関係から最適化を行っている。

(3) 低分子のホール輸送性化合物 (CTM) を選択するにあたって，そのイオン化ポテンシャルが CGM と一致し，な

おかっ高いホール移動度をもっ化合物の選択が重要であることを明らかにしカルバゾールヒドラゾン誘導体が最

適であることを見い出している。

(4) 単層 OPC における電子輸送が CGM に大きく支配されることを確認するとともに， CGM 顔料粒子問の電子移

動に電荷輸送マトリックス中の CTM が重要な役割を果たすことを初めて明らかにしている。

(5) 単層 OPC が示す光照射による感度低下，いわゆる光疲労現象のメカニズムを解析し光疲労現象が， CTM とし

て用いたカルバゾールヒドラゾン誘導体の紫外光吸収による anti ー /syn ーの光異性化反応に起因することを明

らかにし，その対策として光励起エネルギーの失活剤を用いる方法が優れた手法であることを明らかにしている。

(6) に基づいて作製した単層 OPC の実機特性について検討し本研究を通じて開発した単層 OPC が十分な実用特性

を有することを検証している。

以上のように，本論文は情報化社会を支える電子写真複写機感光体の開発に関して，その材料開発，機能設計に対し

て多くの有益な概念ならびに指針を提出し，初めて実用可能な単層有機感光体を実現したもので，材料化学，材料物性

工学に寄与するところが大きい。よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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